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                                   （提出） 2020 年 2 月１０日 

福井市議会 

議長    堀川 秀樹  様 

老朽原発動かすな！福井県実行委員会・呼びかけ人代表 

                         （請願者）     住  所    福井市光陽3-4-18 

                                      氏  名     中嶌  哲演 

                                      電話番号   0776-27-6648 

 

                                  （紹介議員）  氏  名    鈴木 正樹 

                                                     山田 文葉 

 

                  老朽原発稼働に関する請願 
 

１． 請願の趣旨 

   関西電力は、老朽原子力発電所を動かそうとしています。 

それは建設後45 年を超えた高浜原発1 号機、44 年を超えた 2 号機、43 年を超えた美浜原発3 号機

です。原子力発電所は、堅固な建物で覆われ、厳重に管理された機器で運転されていますが、 

原子炉の中で発生する強力な放射線や中性子線が日々これらの物を大きく傷つけているのです。 

長く運転を続けるとそれらの物がどんどん安全使用の限界を越えていくのです。普通の機器は、耐

えられなくなって壊れたとしても福井県のほとんどに住めなくなることや何万人もの健康を蝕み、命を奪

うことなど考えられません。しかし、原子力発電所は、一旦大事故が発生すると巨大な核暴走事故につ

ながる可能性が高いのです。よく、「事故は起きるものだ」と言われる方がおられますが、石油コンビナ

ート等の巨大事故でも大きな被害が出ますが、原発の事故とは比べようもないのです。 

1 つの原発が大事故を起こすと放出放射能の影響で、人が近づいて事故を収束することは極めて 

難しいのです。撒き散らされた放射能により、福井県内には二度と住めなくなる可能性もとっても大き 

いのです。また、放射能は県民の健康を蝕み命まで奪うことにもなりかねません。 

現代社会において電気はとても大切なものです。しかし、原発が作る電気であろうと太陽光発電 

 で作る電気であろうと電気は電気なのです。 

福島原発事故から 5 年間は原発が稼働せず原発で作られた電気は全くなくても私たちの暮らし 

 に何の問題もありませんでした。現在でも原発で作られている電気は、2％程度でしかありません。 

原発で電気を作るためだけで、この様な危険を冒さないでください。私たちの故郷を守り、私たち 

が今この地で暮らし続けられるようにお願いいたします。 

 

２． 請願の項目 

① 老朽原発である高浜 1 号機・2 号機と美浜 3 号機の運転しないように関西電力社長に申し入れ

て下さい。 

② 同じことを杉本福井県知事や議会、安倍総理大臣や衆参両議院に意見書を提出してください。 

③ 関係機関は、老朽原発がいかに危険なのかについて私たちの意見を述べる場を作ってくださ

い。また、住民の皆さんに向けて老朽原発について説明会を開いてください。 

 


